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再生紙を使用しています。�
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　市では、市のお金がどのように使われているかを知
ってもらうため、毎年２回（５月、１１月）に財政状況の
公表を行っています。今号では平成２１年度（平成２１年
４月～平成２２年３月）の決算状況をお知らせします。
　なお、健全化の指標及び公会計制度による財政分析
は広報ひの１２月１日号でお知らせします。  （財政課）

　平成２１年度は「市民のあんしん力を高めよう」をテーマに以下の
事業を実施しました。

���������	
���������

���������������������������������
○市内企業支援…生活道路舗装改良、学校施設整備
○雇用対策…放置自転車対策、公園遊具点検、公園・
生活道路維持補修など
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○待機児解消の取り組み・栄光平山台保育園（定員
０～３歳児、３０人）開園

○私立幼稚園の入園料５，０００円補助開始
○基幹型児童館２館（あさひがおか、さかえまち）
整備、学童クラブ分設化など
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○地域包括支援センターを市内９カ所に設置
○障害者の就労機会の創出、福祉人材の育成と確保
○新型インフルエンザ対策、妊婦健診補助拡大、がん
検診の拡大など
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○医師、看護師確保で全床（３００床）稼動体制完了
○占床率の向上６３．０％→７４．９％
○市民の病院として救急医療の受け入れ拡大、医療機器の更新
など
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○四小校舎増築、一中改築終了
○旭が丘小、三沢中屋内運動場耐震補強工事
○特別支援学級の新設（東光寺小・二中）～情緒障害の
ある児童・生徒一人ひとりに適切な教育支援など
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○「ふだん着でＣＯ２をへらそう」宣言者数の拡大（１８，２９６世帯、４６８事業所）
○エコひいきなまちづくり事業（太陽光発電システム
設置補助・ＬＥＤ街路灯設置工事）
○平山小太陽光発電設置工事など
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う
れ
し
い
話
題
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
小
学
校
の

部
に
お
い
て
、
七
生
緑
小
・
合
唱
団

が
銅
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
出
場　

校
９１２

中
の
三
位
で
す
。
実
況
放
送
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い

る
は
ず
で
す
。
緑
の
シ
ャ
ツ
が
印
象

的
で
し
た
。
特
に
自
由
曲
は
選
曲
と

と
も
に
歌
唱
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

聴
き
手
に
涙
と
感
動
を
与
え
る
合
唱

で
し
た
。

　

厳
し
い
練
習
に
耐
え
た
成
果
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
努
力
は
も
と
よ
り
指

導
の
先
生
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。七
生

緑
小
は
統
廃
合
さ
れ
た
新
し
い
小
学

校
。苦
労
も
多
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、

全
て
を
乗
り
越
え
て
の
栄
冠
で
す
。

　

旧
百
草
台
小
は
以
前
か
ら
合
唱
で

有
名
で
し
た
。
見
事
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
た
わ
け
で
保
護
者
の
喜
び
も
ひ

と
し
お
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
。
旧
百
草
台
小

跡
地
は
地
域
活
動
に
加
え
て
、
「
い

の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
青
少
年

の
更
正
保
護
を
指
導
す
る
拠
点
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ
も
「
い
の
ち
」

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
不
思
議
な 
縁 
ま

え
に
し

で
感
じ
さ
せ
る
今
回
の
受
賞
で
し
た
。

　

さ
て
七
生
緑
小
に
限
ら
ず
、
市
内

の
小
・
中
学
校
で
は
最
近
子
ど
も
た

ち
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
競
技
や
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
広
い

分
野
で
優
れ
た
成
績
を
上
げ
る
学
校

が
続
出
し
て
い
る
の
で
す
。
市
長
と

し
て
折
に
ふ
れ
言
い
続
け
た
「
日
本

一
を
め
ざ
そ
う
」
。
よ
う
や
く
成
果

が
見
え
て
き
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
元
気
が
な
い
昨
今
の
大

人
た
ち
。
日
野
っ
子
の
活
躍
に
見
習

い
た
い
も
の
で
す
。

　一般会計では、世界的経済危機の影響から法人市民税を中心に市民税収入が大
幅減になったものの、国の定額給付金事業の実施や生活保護費、医療給付費等扶
助費の増により、歳入・歳出ともに増となりました。
　特別会計では、老人保健特別会計の制度終了などにより、歳入・歳出ともに減
となりました。
　なお、一般会計の歳入と歳出の差（繰越金）約２７億円は、東京都からの総合交
付金（財政状況や行革努力により交付）の大幅増及びコスト削減の努力の結果に
よるものです。当初予算計上分（３億円）を除く２４億円は、将来への備えとする
ため全額基金に積み立てました。
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１人当たり　３１万１，８８１円

高齢者や障害者に対する社会福祉、児童福祉や生活保護のための費用１３万１，４３３円民生費

小・中学校教育、社会教育、市民会館、公民館活動などの費用 ４万１，９４５円教育費

庁舎管理、徴税、統計、選挙事務や戸籍、住民登録などに必要な費用 ４万５，１１６円総務費

ごみ処理、予防接種、各種健診・検診、緑地保全などの費用 ３万　２２２円衛生費

道路の新設・維持管理や公園整備、市営住宅の維持管理などの費用 ２万７，１０８円土木費

市債（市の借り入れたお金）の返済のための費用 １万８，１０３円公債費

消防活動、災害対策などの費用 １万１，５４５円消防費

市議会運営、労働、農業、商工振興などのための費用　　６，４０９円その他

３１万１，８８１円合計

１６万３，８０８円市民一人当たりの市税負担額

※市民１人当たりの金額は平成２２年３月３１日現在の人口１７７，０７１人で算出（外国人を含む）
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